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昨年度,筆 者は上級クラスの読解 を担当した。 そのときに感 じた問題点
をいくつか提起 してみたいと思う。 当該年度 の本読解演習クラスの趣 旨は
「多 くの現代文を読み,語 彙・適切な表現 を身につけると同時に・ 内容 を
正確 にとらえ,要 約す るカ をやしなう。特 に上級の学習段階 として必要な
慣用的表現,複 合型文型 についても身 につ くようにする。・また,文 章 にあ
らわれた現代 日本 の社会,文 化的背景,目 本人の思考 ・発想,習 慣 などに
も触れつつ,広 く巨本事情の理解 にも役立つよう工夫する」 ことであった
が,実 際の学生の学習到達度の個人差 などは演習が始 まってみないと把握
できないこともあり,こ の趣旨はいささか膨 らみすぎたきらいがあった。
このクラスは,学 部 ・大学院に在籍する外国学生,及 び別科 日本語専修
課程に在籍すう学生で,一 応の上級 レベルの日本語能力 を既 に習得 してい
ると判断された看を対象に設置されているものであるが,そ の日本語 の学
習目的も関心 も多様 にわたると考 えられる。 今回のクラスは全15名,漢
宇圏の学生が全体のぽほ3分 の2を 占めていたため,難 易にかかわ らず,
出来るだけ多 くの分野にわたる文章教材 を準備 してのぞむことにした。
日本語学習者 も上級段階に進んで来 ると・それぞれ様々な目的があり,
一つのクラスで・授業 に対するその全ての希望・要望 を満たす ことは難 し
い。これまでいくつか上級向けのテキス トが開発されてお り・擾業で も効
果的に用いられている一方で,そ の時々の新聞・雑誌などのコラム記事 を
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コ ピー教 材 と し て配 布 し,読 解 指 導 に活 用 して い るケ ー ス も多 い と見 られ
る。 した が って ・ 一 人 の 担 当教 官 に一 任 され た 形 で他 の講 師 と の連 携 もな
く・ 第 三 者 に と って は授 業 で の具 体的 な展 開,教 材 の中 身 が ど の よ うに な
って い る かは なか な か公 開 され る機 会 が 少 な い ので は な い か と思 わ れ る。
今 回 の授 業 に あた って は ・筆 者 は これ ま で に新 聞,雑 誌 な ど か ら集 めた
随筆,評 論,紀 行 文,小 説,対 談 な どを一 冊 に ま と め,現 代 目本 語 が ほぽ
一 定 した レベ ル を維 持 しつ つ ・学 べ る よ う に配 慮 した 。 本報 告 は,そ の教
材 を使 い な が ら,問 題 点 と な った箇 所,反 省 点 をい くつ か と 勢あげ,授 業
レポ ー トの形 で ま と めた もの で あ るが,今 後 の上 級 読 解 指 導 に あた って の
情 報 の提 供,参 考 の一 端 と なれ ば幸 い で あ る。
2.教 材の選定条件とその椴成
日本語の中級程度 の修了段階から上級 目本語への移行・ さらにこの上級
日本語 という学習段階 をどのように位置づけるかは,依 然 として議論のあ
るところで,一 様 に断定しにくい。 中国語では上級 を 「高級」と呼ぶが,
内容的には確かに高級な,高 度な読物が想起 される。だが1学 習者にとっ
ては,そ れが専門の履修のための 「理解手段」であったり,ま た日本語の
運用能力と同時に日本語そのものへの理解 を深 め たい とす る 「語学的要
求』をも対象に考えなければならないことから・定義づけは困難である。
今回,こ れまでの留学生に対する教育現揚からの経験にできるだけ照 ら
し合わせ,学 習者が十分に関心 をもっと思われる今 日的話題,素 材内容を
選択す るととにした。授業でも数回プリント教材 として用いたものが大部
分である。 もとよ り学習者にとって闘心度 か高 く,ま た人口に謄災された
話題 ・素材内容に加 えて・語彙 ・表現項 目の充実 を双方満たすような教材
の選定は非常 に困難であるが、数回の使用経験からできるだけ学習者の関





っては,こ れまでの日本語教育 を通して身 につけた様々な社会認識,通 念
ともいうべき経験的な視野の範囲が相当程度・大 きな意味 をもつように感
じられ る。それは ある意味では・教師がどのように・ 日本語 を通 して日本
を説明 しようとしているかが問われる,試 行の緊張した現場ともいえる。
これまで外国語 を経験的に学んだ多くの教師であれば,既 に痛感されて
いることで もあると思われるのだが,筆 者も同様 にかつて外国で,そ の国
の外国語 を初級から上級 まで学んで行った際,自 らの言語的関心から非言
語的関心への拡が り(それは経験的な視野の自然淘汰 で もあ った が)の中
で,理 想 とすぺき読解教材 を考える機会 が少なか らずあったように思 う。
基礎的な表現 を身につけた後の素材内容は・文化習慣,伝 統,行 事・一
般知識,現 代の社会間題 など,そ れこそ多岐にわたる。教室や個人教授で
与 えられ る教材は,そ れらのr認 識の窓」といってよい。その経験を足揚
にして更 に大部分の未知の項 目は学習者自らが拓き,耕 して行かなければ
ならないものである。例えぱ鍛 ラー片の新聞記事であったとしても,そ こ
に集中した時間を通 じて,新 聞に対する関心,見 方が変わってくることも
十分 ありえたし,与 えられた教材のいくつかは今でも印象に残 るもの・そ
れ以降の語学学習の継続を約束させる存在感のあるもの,で あった。
こうした学習者の目から見た経験は当然,日 本語教育に臨んでも強い実
在感 を提供す る。そこで思 うことの一つは・進んだ段階でいくつかの分野
をアンソロジー風 に組 まれた読解の副教材が当然必要 とされて くることで
ある。 それは,ま た必ず しも文学作品に比重 を置いたものではなく・学習
者の社会的関心 を満足 させ るべ く,時 期的な話題 を折込みなが らも・なお
ある程度の時間の経過にも耐えうる・印象度の高い話題性が要求 されるも
のであろうし,使 用頻度の高い言語学習の素材(語彙 ・文型表現〉をも豊富
に含 むものが期待 され る。教師圓としても常に,言 語的情報 と併せて社会
的開心 という,複 眼的視点が要請されるわけである。
今回,試 用版 『日本語上級 〔一)』 におさめた各課の内容は次の通 りであ
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る。 ほ ぽ,一 回 で一 課 を終 え られ る量 を考 え た が,後 半 か ら最 後 の部 分 ま
では相 当分 の長 さ と蓼 り,使 用 に あた り一 部 割 愛 した と こ ろ も あ る。 な
お,[1内 は本 文 の字 数 で あ り,出 典 引 用 箇 所 は・ 以 下 の通 りで あ る。
第1課 電 話一 本 で[2482]阿 部 昭
一 日本 経 済 新 聞1988年9月25目 付 け朝 刊 文 化 欄
第2課 東 京 の雪[24381黒 井 千 次
一 日本 経 済 新 闘1990年2月 工8日付 け朝 刊 文化 欄
第3課 自転 車 の あ る風景[2486]別 役 実
一 日本 経 済新 聞1988年12月11日 付 け朝 刊文 化
欄
第4課 風 変 わ りな贈 り物 【24801井 手 孫 六
一 日本 経 済 新 開4990年7月29日 付 け朝 刊文 化 欄
第5課 ほ ん の 昨 日【25331松 本 健 一
一 日本 経 済 新 聞1990年12月23日 付 け朝 刊 文 化欄目
第6課 風 と い う 自然[2389].高 田 宏
一 日本 経 済新 聞1990年10月21日 付 け朝 刊文 化 欄
第7課 走 る理 由[2603]目 黒 井 千 次
一 月 刊 誌 『世 界 占(岩 波 書 店)19δ9年8月 号
第8課 生 物 学 的 淘 汰 の道 を歩 む 日本 経 済[2615]藤 原 新 也
一 日本 経 済 新 聞1990年11月25目 付 け朝 刊 文化 欄
第9課 高 齢 化 社 会 と技 術[22511村 上 陽 一 郎
一 日本経 済 新 聞1990年1月4日 付 け朝 刊文 化 欄
第10課 今 日 の問題(一)[16391.朝 目 新 聞
一朝 日新 聞1986年4月23日 ,1月23目 付 け夕 刊
第11課 今 日 の問題(二)[17221朝 目 新 聞
一朝 目新 聞1986年5月2・ 日,6月23日 付 け夕 刊
第12課 今 日の問 題(三)[1535]朝 罠 新 聞
一 朝 日新 聞1986年6月24目,5月12日 付 け夕刊
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第13課 理 解 と誤 解[25231鈴 木 孝 夫
』 こ とば の社 会 学 』 噺 潮 社 〉1987年
第14課 職 揚 の敬 語 を考 え る[3410].野 元 菊 雄
一『春 夏 秋 冬』(第 一 勧 業 銀 行 発 行)1988年 夏 季 号
第15課 デ ジ ャ ・ヴ ュー最 初 の記 憶[3744]亀 倉雄 策 飽
日本 経 済 新 聞1991年10月21日,11月23日 ・
1992年1月12昂2月1日 付 け朝 刊
第16課 味 の音 を聴 け[41271林目 望
一 日本 経 済 新 聞1991年7月13日 ,8月3日,8月
24日,11月30日,1992年2月1日 付 け朝 刊
第17課 小 説 を読 む一 『白鳥 湖』[6334]長 谷 川 四 郎
一 『長 谷 川 四 郎 全集 』 第 二 巻(晶 文社)
第18課目 論 壇 一 比 較 日本 論[3224]飯 田 経 夫
一 日本 経 済 新 聞1991年6月15日 付 け朝 刊
第19課 国 勢 調 査 か ら見 たニ ッポ ン[5641]日 本 経 済 新 聞
一 目本 経 済 新 聞1991年11月30日 ・12月6日 ・
12月24日,1992年1月13日 付 け朝 刊
第20課 見 れ ば 見 るほ ど…[4206]・ 加 賀 乙 彦
一F見 れ ば見 る ほ ど・一』(日 本 経 済新 聞)1980年
第21課 対 談 一 食 糧 危 機 の回避[5524].渡 辺 淳 一 ・唯 是 康 彦
一rロ マ ンチ シズ ム と して の 未 来 一17人 の 科 学 者
との対 話 』(講 談 社 文 庫)1987年.
第22課 小 説 を読 む 一『北 病棟 』(一)[687ヰ]宮 本 輝
一 『星 々 の悲 しみ 』(文 藝 春 秋 社)1981年
第23課 小 説 を読 む 一『北 病棟 』(二)[8657]宮 本 輝
直 接 本 課 と関係 す る もので は な ゼ が・ ぺ 一 ジ の余 臼 には 出来 る だ け 目本
人 の言諾 表 現 に も関心 を抱 かせ る よ う,次 の 「慣 用 句 ・格 言 ・諺 」 を 『故
事 こ とわ ざ辞 典 』(宮 腰 賢編.旺 文 社1984年)か ら抜 粋 ・引 用 収録 した ・
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遠 くて近 きは 男 女 の仲,毒 に も薬 に もな らぬ,挙 げ足 を取 る,悪 銭 身
につ かず,、島 の行 水,し の ぎ を削 る,痛 し痒 し,一 か八 か,勝 って 兜
の緒 を締 め よ・ た が が緩 む・衣 食 足 りて礼 節 を知 る・ 高 み の見 物 ・ 隔
靴 掻 痒,尻 尾 を出 す,明 日は 明 日の風 が吹 く,細 工 は流 々仕 上 げ を御
覧 じろ,足 が棒 に な る,足 下 の 明 る い う ち に,鴨 が葱 を背 負 って 来
る,石 橋 を叩 い て渡 る,高 嶺 の花,急 がば回 れ,悪 事 千 里 を行 く,板
挟 み に な る,足 下 に火 がつ く,痛 くも ない腹 を探 られ る,壁 に耳 あ り
障 子 に 目 あ り,痒 い所 に手 が届 く
さ らに,4コ マ マ ン ガ を数編,ま た 最 近 の朝 日新 聞,日 本 経 済 新 聞 ク)統計
記 事 な ど か ら・ 次 の資 料 を転 載 し・ 日本事 情 の紹 介 もか ね る材 料 と した ・目
新 社 会 人 ア ンケ ー ト1子 供 一 年 で57万 入 減 る ノ期 待 で き な い 夏 の ボ
ー ナ ス/働 く女 性 へ の 目配 り欲 し い/社 会 が育 て る新 しい時 代 の科 学
技 術/日 本 ・外 か ら見 る と ノ隣 国 ・ 目本 で学 ん で/意 外 に保 守的 か ～
「い ま ど きのOL」/「 生活 小 国 」実 態 浮 き彫 り/ア ジ ア の 若 者 を 裏 切
るな/「 知 日派 」 留 学 生 を育 て た い
今回,最 も労 力 の か か った こ とは,従 来 は ほ とん どコ ピー教 材 と して配
布 され て い た ス タイ ル をや め・ 「資 料 」 の 部 分 を除 く本 課 の部 分 は ワー プ
ロで打 ち直 し一 冊 の教 科 書 の体 裁 と して与 えた 点 で あ る。 実 際 の活 字 の大
き さに馴 れ る こ と も も もち ろ ん重 要 で は あ る が,こ れ は授 業 で 用 い る には
あ る程 度,書 き込 む ス ペ ー ス を考 え て の こ とで あ った 。1ベ ー ジ縦 特 字,
横17行 の縦 書 きの 書 式 に打 ち直 し,段 落 の間 は1行 開 け る な ど・ 視 角 的
に読 み や す い よ う に配 慮 した。B5判,全246ぺ 一 ジ の分量 は,結 果 的 に,
相 応 しい分 量 で あっ た か と い う と,個 人 差 は 相 当 あ った も よ うで あ る。
巻頭 の 「本書 の構 成 と使 用 法 」 に つ い て は,次 の よ う に記 した 。
r本 書 は 主 と して ,日 本語 の進 学 予備 教 育 を終 えて,日 本 の大 学 で 学
ぶ外 国 人留 学 生 の た め の読 解 教 材 と して使 用 され る こ と を 目的 に して
い る。 通常,学 部 留 学 生 に対 す る教 養 課 程 の 日本 語 教 育 は 学 習段 階 を
考 慮 しつ っ,読 解,表 現,聴 解 な ど の技 能分 野 別 に4～7単 位 の履 修
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が 必修 な い し選 択 とされ て いる と思 わ れ るが,本 テ キ ス トは ・ そ の読
解 擾 業 の た め の も の と して,ほ ぽ1課 あた り1コ マ の授 業 で使 用 さ
れ,一 年 で終 え る こ と を目標 に して い る。 た だ し・ 各 課 の分 量 ・ 学 習
者 の レベ ル に よ って は この隈 りで は な いp」
実 際 には,第17課,及 ぴ 第23課 め 小説 の部 分 は全 体,ま た は一 部 を時 問
的 な関係 で割 愛 した こ とが あ る。授 業 で 用 い る順 序 は 限 定 して は お らず,
適 宜選 択 可能 で あ るが,前 半 部 分 は分 量 も少 な く,後 半 に い くほ ど多 くな
って い る。 この分 量 の 目安 は,あ くま で大 学 学部 教養 課 程 程 度 の1年 とい
う時 間 の履 修(平 均22解24時 問)を 念頭 に お い た もの で あ る。
各 課 の構 成 につ い て は,次 の よ うに考 慮 した。
[本文1の 内容 は,主 と して 新聞,雑 誌,教 養書(新 書,文 庫 〉な どか ら
転 載,引 用 した もので ある。 ジ ャ ンル別 で は随 筆 が最 も多 く10編,評 論
が3編,論 説 時 事 関係 が5編,小 説 が3編,そ の他(対 談,教 養 知 識)が2
編 とな って お り,文 学 作 品 を意 識的 に や や少 な く し,随 筆,説 明文 が主 体
とな った。 今 回 と りあげ な か った ジ ャ ンル と して は紀 行 文,日 記,シ ナ リ
オ,ガ ィ ドブ ック,広 告 文,取 覆 い文,メ モ書 き文 等 の種 類 で ある。
[漢宇 と語 彙]で は,本 文 の 巾 に 出 て くる語 彙 を ご く大 まか に 名詞 類,
動 詞類,形 容 詞 類,副 詞 類 そ の他 に分 類 して み た が,一 部,重 複 して い る
もの,検 討 の必 要 な もの もあ る。 語 彙 の説 明 ・周 辺 的 語 彙(対 立 語,関 連
語 な ど),ま た ・振 り仮 名,用 例 は 一 切 省 略 した
[新 しい言 い方]で は,本 文 の読 解 作 業 の過 程 で,基 本 的 な表 現 構 造 の
理 解 が必 要 と思 わ れ る箇 所 をと9あ げ た、 熟 語,慣 、明旬 構成 の もの か ら,
複 合 文型,接 続 表 現,文 末 表現 に お い て未 整 理 と思 われ る もの を呈示 した
が,こ れ は提 出順 に あげ た だ けで,文 頭,文 中,文 末 な どの表 現 位 置 別 の
分類 整 理 を省 略 した た め,こ の趣 旨 は学 習 者 に分 りづ らい点 が あった よ う
で あ る。 授 業 で は この 中 か ら・一 部 ・ 作 文 表 現 に役 立 て る こ とを試 み た。
次 に本 文 の選 定 の意 図,お よび そ の使 用 後 の効 果,印 象 と,各 課 の表 現
項 目 の あっ か い につ い て,見 てい く こ とに した い。
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3・ 扱う分野 ・内容の吟味
上級教材に限 らず,一 般 に学習段階が進んでいくにしたがって,ど のよ
うな教材 の性格 を選ぶのかは教師側にとって・頭 を悩ませる問題である。
今 日的な話題性の高い題材 を選ぶことも必要であるが,特 殊な,か つr一
過性的」な語彙 を多 く含むものは敬遠 される傾向は否めないし,ま た・時
聞の経過に沿 って,話 題性 が低減 した り,意 味が消滅 した りするものも当
然出てくることも教材 の選択 を困難 にしていると思われる。個別的な題材
であると同時 に普遍的 な内容でもあるとなると,随 筆,小 説 にかたよりが
ちである点 もうなずけるが,一 方でやは り現代 を反映する記事内容 をお り
こんだ教材のいくつかは挿入することを心がける必要がある。
今回あつかった内容は,で きるだけ学習者の関心 ・興味を引 くものを考
えてはみた ものの,個 人的な作業であることも手伝って,い く分 の凹凸が
生じた印象はぬぐえない。以下,ど のような意図で,こ れ らの内容 を教材
として考えたのか・また・学習効果 を記すこζによって・上級読解教材の
もっ可能性 を考えるきっかけとしたい。
第1課 から第7課 は随筆文でほぼ同じ分量 のもので ある。 日常的な観察
視点が主体となっているが,第3課 のようにやや哲学的な内容 を含むもの
もあった。正面からテーマ ・題材を扱 うというよ り・ 日常の中の体験から
例えば・便利 な現代社会に既に稀薄 とな?た 自然の情景・季節感 と目常生
活,ゴ ミ問題 と環境資源保護,近 代化 と農村・自然の恵み,日 常生活 に潜
む健康の危機感などから語 られた内容である。以上は上級読解入門 という
確かな意図をつかむように配置 したものであるが,平 均的な関心,理 解は
得 られても作者の主観 に流 され易 く,テ ーマがはっきりしない印象 に終わ
ったものもあった。今後何が具体的・今 日的テーマなのかを再考 したい。
時事的な話題 では,貿 易摩擦から文化 ・発想の問題 を提起す る 「比較 目
本論」が関心をひいた。ただ・ この種 の問題領域は・ ときに専門語彙 を含
み,ま た視点 ・論点 によっては・正反対の意見 もありうる二とか ら・ ある
程度の制約 を加味(予測)し で,教 材 というよりは,情 報提供 の一端 として
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扱 う姿 勢 が好 ま しい と考 え る。 ある い は こ の種 の問 題 の取 り組 み に お い
て 象教 師側 は もっ と も苦 慮 す る ので は な い だ ろ うか。
社 会 問題 で は第10課 か ら12課 まで の 「今 日の問題 」の合 計 三 課 で,「 ペ
ッ ト公害 」,「 表 と裏 」,「 山 に生 き る」,「 大 人 の五 月 病 」,「 冷 た い商 戦 」,
r立 ち入 り禁 止 」 の コ ラム記 事 か ら・ それ ぞ れ ・ 国 際化 ,地 域社 会 ・ 農 村
の過 疎 化,社 内 の健 康 管 理 ・商 品管 理 ・商 品経 済,流 通 の メ カ ニ ズ ム な ど
に お け る問題 点 を,具 体的 な例 をも と に学 べ た 点 は 有意 義 で あ った。 一 種
の社 会 時 評 的 な内容 で,テ ー マ も論 旨 も比較 的 は っ き りと して お り,学 習
者 側 の 関心 と あ わせ れ ば・討 議 の材 料 と もな る もので あっ た。
技 術 問 題 に関 しては,第9課 のr高 齢 化 社 会 と技 術」 で学 ぶ機 会 を得 た
の み で あ った が,現 代 技 術 と人 問 の接 点 と い う意 味 で,地 味 で は あ るが,
将来 必 然 的 に避 け て通 れ な い問題 を呈示 す る内 容 で あ った。 高 齢 化社 会 と
い う未 来 構 図 に 焦 点 をお き,技 術 が 陶 冶 しな けれ ば な らな い 安 全 の 問題,
そ して,さ らに地 球 環 境 問 題 へ とふ く らん で い く内容 は,ひ る が え っ て今
日の科 学 の使 命,健 全 な路 線 の認識 ・ そ して 同質 的 な支 配 よ りも異 質 の調
和 と い う発 想 の転 換 が不 可欠 で あ る こ と を強 調 す る もので あっ た。 文 章 と
して は 難 解 さが残 った 第8課 のr生 物 学 的 淘 汰 の道 を歩 む 日本 経 済 」 も,
科 学 技 術 と人 間 との対 置 とい う点 で は,強 い連 携 を もつ内 容 で あ る、 経 済
に もま た人 間不在 の状 況 の危 機 が現 存 す る こ と を・筆 者 は身 近 な事 故 か ら
ス ポ ッ トを当 て て,特 に若 者 の生態 耕 ら現 代 へ の警 告 を説 い て い る。
統 計 資料 を あっ か っ た第19課 の 「国 勢 調 査 か ら見 た ニ ッ ポ ン」 で は,
具 体 的 な数 字 の推 移 か ら,現 在 の 目本 を と り ま く状 況 の うち・r晩 婚 化 」
「労 働 力 」r高 齢 者世 帯 」r在 日外国 人 」 「住 宅 」 「生 活 実 感 」r中 流 意識 」 生
活 満足 度」 を,ま た 「若 者 の社 会不 満 」 「長 寿社 会 と労 働 」 に つ い て,世
論 調査 と総 理 府調 査 に も とづ き,そ の問 題 点 を あき らか に し,現 代 日本 事
情 を知 る手 立 て と した。 この課 では ・目実 際 の討 議 ・議 論 の対 象 と もな る さ
ま ざ ま な問 題 点 と と も に,必 要 語彙 も十 分 に収 録 され て お り,比 較 の視 点
を通 じて,ま た 各種 の グ ラ フ を通 して,自 らσ)イメ ー ジ を修 正,な い し確
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認す る こ とがで きた の で は な い か と 期 待 す る。新 聞 に掲 載 され る世 論 調
査,統 計 記 事 の解 説 は も っ と も各 方 面 で活 用 され て よ い ので は な いか と,思
われ た 。 そ の関連 記 事 と して,余 白 のペ ー ジ で補 った 内容 も,学 習者 の 関
心 をひ くこ と を想 定 した もので あ っ た。 しか し,一 方 で.は,単 に統 計 的 な
理 解 知 識 を得 るた め だけ な ら,他 に も情 報 受 容 の経 路 は あ り得 る し・ 強 い
て教材 と して 学ぶ 必 然 性 は な い とい え る か も しれ な い。 事 実,内 容 が明 快
で あ るた め に,読 み の質 にお い ては 浅 い印 象 を残 す こ とに な った 。
観 察 とい う点 で は,日 々 の暮 らし か ら,日 本 の社 会 に潜 む不 可 解 な点 を
い くつ か の 事例 観 察 で みた第20課 の 「見 れ ば見 るほ ど …」 も,世 代 の見
方 には違 い が あ るにせ よ,一ユ ニ ー ク な,ま た ユ ー モ ラス な表 現 によ っ て,
学習 者 の側 か ら も追 体 験 す る こ とが で きた と思 われ る。外 国 人 の 目か ら見
た比 較 文 化 論 的 な議 論 の材料 も提 供 す る も ので ある。
第13課 「理 解 と誤 解 』,第1ヰ 課 「職 場 の敬 語 を考 え る」 は,今 回 や や
特 殊 で あ った か も しれ な い。 個 々 の言 語 生活 へ の関心 が どれ ほ どか も予 測
しがた い。 前 者 は や や哲 学 的 な 内容 を帯 び る もので あ る が,体 験 の もつ意
味合 い が よ く示 され て い る文 章 にお い て,言 語 学 習 と何 らか の接 点 を持 つ
こと を期 待 して収 録 した もの で あ る。 しば しば引用 され る と ころ の,「 他
入 は 自分 の声 を,自 分 が聞 い て い る よ うには絶 対 に聞 い て くれ な い こ と が
真実 で あ るよ うに,自 分 の こ と を他 人 が,自 分 の思 うよ うには 思 って くれ
ない こ と も真 実 な の で あ る」 と い う一 節 や,「 本 当 の 自分 とは ・ 自分 が こ
うだ と考 え て い る 自分 と,他 人 が 自分 につ い て抱 い て い る 考 え や イ メー
ジ,っ ま り誤 解 を加 え た もの と考 え る こ と がで きる」,r少 な く と も社 会 的
存在 と して の 自分 とは他 者 の 目 に見 え る 自分 の姿 も,真 実 の 自分 なの だ と
考 え る ほ うが・現 実 的 な認 識 な の で は な い だ ろ うか」 な ど とい った含 蓄 の
多 い一 節 は一 見 論 理 的 す ぎ る もの の,学 習 者 に とって実 像 と虚 像 の鏡 嫁 現
象 を,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの理 解 と して体験 し直 す手 掛9を 与 え る もので
ある。 後 者 の言 葉 に 関 す る 論 考 は ・実 際 に習 得 の際 に問題 点 の多 い敬 語
が,実 際 の生活 の中 で どの よ うに運 用 され て い る のか,ま た 受 容 され るべ
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きかを述べた もので・身近な場面例証 を考 えれぱ実用的な内容であった。
紀行文は今回とりあげなかったが,そ れに準ず る内容 として,第15課
と16課 がある。 文章の性格 と.しては随筆文であるが,前 者の 「最初の記
憶」は複数の著者の幼年時の原体験 というべ き時間軸をもとに,記 憶 をた
どった回想記のようなものである。現代から離れた生まれた環境,時 代の
流れもつかむことができる内容である。16課 の 「味の音 を聴け」は,異 文
化体験記,印 象記でもある。異なった社会・文化での生活体験 を食べ物と
文化 という身近なテーマで,し かもユニークな擬態語 ・擬声語の紹介 を交
えた語 叫こなっていて,異 文化 に遭遇 した場合の快感,失 敗談康ど,読 む
側にも新 しい観察の眼を養わせてくれる内容であった。
小説では,第17課 「白鳥湖」も第22課 ・23課r北 病棟」も十分に選択
を吟味 したものではなかったので・むしろ教える側に不満が残った。知名
度の高い著者の作品,短 編で完結 した内容といっても・一部の紹介程度で
終わ9,文 学作品 を鑑賞するという効果,充 足度は得 られにくい。後の展'
望で再考することでもあるが,可 能であれば,小 説,随 筆など異なったジ
ャンル別のテキス トを数編,編 んでみることも必要ではなかろうか。
今回唯r第21課 でとりあげた対談は・地球環境汚染・ 食糧危機と人
類共存 という今 目的話題にふさわしく,科 学の眼から食糧問題 を振 り出し
に,人 口問題の解決や更には宇宙開発,海 洋開発へと人類の夢・可能性を
さぐる興味ある内容であった.た だ,急 激な世界清勢の変化が訪れる以前
の内容であっただけに,国 名などの扱いには注釈 を要す るものであった。
対談の構成は,話 題の呈示の仕方,そ れに対する意見の述べ方,発 展のし
かたなど,「談話的な」素材,表 現が多 く存在し・ しかも語法的 には・省










目常 レベルにおける語彙 を主として考える。語彙教育にっいては,語 彙の
種類,位 相 と語構成の理解が不可欠であり,後 者の構造的な把握は学習者
自身にとって,多 くの未整理の問題 を含んでいると思われる。上級語彙 と
いう基準 ・範囲は,鏡 界線がはっきりしないものである解,こ こでは実際
の経験から1中 級以降の語彙で定着が望 まれるべき性格のものについて,
以下,名 詞類 と動詞類 を中心に特に注意 した点を述べる。
4・1,名 詞類 について
A〉 漢語接辞 をともなう熟語
これは主 として三字熟語構成のものが多 く見 られた。本文以外 に比較的
よくあらわれる接辞を含む類似語,周 辺語彙などの呈示に注意 した。
諸器官,延 長上,優 越感,金 属製,炎 天下,汚 染度,超 能力・参政権,
猛勉強,顕 在化,世 紀末,労 働力,柔 軟性,価 値観,微 凍結,勤 務先,
管理職,非 営利,寝 巻姿,多 数派,解 決策1産 業界,相 互問,若 年層,
国家像,確 定値,未 婚率,再 雇用,構 成比,国 籍別,心 配事,高 齢期,
都市部,低 収入,急 発進,民 家風,西 洋式,予 備軍,消 費量,・一
B)二 つ以上の意味単位から成る複合名詞
漢字圏の学習者であれば,類 推が極 めて明快な場合 も多いが・四字熟語
の中には,固 有の名づ1ナ名詞的な一つの単位のほか,[名 詞 〈ノ〉名詞1ま
たは[名 詞 くト〉名詞]な どの構造 を有するものと,及 び統語的な意味構
成 をもつものとがある点,特 に[主 語/述 語」形式,[目 的語/述 語]形 式
などのものに注意をは らうよう心 がけたq
土地事情,生 活用品,進 行速度,精 神衛生,行 動範囲,追 跡調査,営
業種目,高 度成長,時 聞感覚,舗 装道路,予 防効果,心 理状態・連載
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小説,一 部 始 終,過 敏 反 応,消 費 衝 動 ・ 労 働 人 口,許 容 速 度,都 市 空
問,現 実 世 界,気 分 転 換,身 元 調 査,廃 品 回収,健 康 願 望,資 金 調 達,
大 学 受 験,環 鏡 破 壊,問 題 意識,専 売 特 許,社 交 辞 令,経 済 躍進,大
気 汚 染,温 度 調 節,宣 伝 合戦,四 季 折 々,空 気 震 動,自 家 中 毒,年 功
序 列,内 需 拡 大 ・ 貿 易 摩 擦 ・ 知的 刺 激 市 揚 開放,社 会 進 出,国 際 貢
献,金 銭 重 視,…
この ほ か三 字 熟 語 に も,実 質 名詞 と抽 象 名 詞,名 付 け的 な名詞 と,名 詞
に も様 た 分類 が可 能 で あ る点 に関 心 が及 ぶ よ う注 意 した 。
告 知板,新 兵器,代 行 業,地 下道,袋 小 路,野 良猫,古 新 聞,再 生 紙,
官 公 庁,社 会 人,交 換 手,勝 手 口,新 人 類,配 偶 者,千 羽鶴,姿 格 好,
闇取 引 ・有 難 味 ・超 一 流 ゴ寝惚 眼・仕 事 柄 ・正 反 対 ・親 目家 ・第 一 歩 ・.
後遺 症,無 意 識,熱 帯 夜,男 一 匹,過 半 数,赤 電 話,副 作 用,大 観 衆
C)動 詞連 用 形 名 詞
名 詞 の語 構 成 で重 要 な位 置 を占め るの が動 詞 の連 用形 名 詞 で あ る、 実 質
的 な名付 け名 詞 の ほ か形 式 的 に名 詞化 した も の,抽 象 名 詞 とな った も の な目
ど さ ま ざ まで あ る。 こ こで は動詞 に 「復 元 」 可 能 な もの 〔例:見 送 り一 見
送 る,う らぎ り一 う らぎ る),「復 元 」 不 可 能 な も の(例=思 い違 い一*思 い
違 う,先 取 り一*先 取 る)と に注意 した。 また,「 通 じ がい い」 「香 りがす
る」 「打 ち に出 る」 「空 き が出 る」 「うっ 伏 せ に な る」 な ど,動 詞 連 語 とな
る頻 度 の高 い もの,ま た動 詞複合 形 「つ な が れ っ放 し」 「行 き違 い」,名 詞
複 合 形 の範 用 性 〔「[基礎/首 位 …]固 め」 な ど)に も注意 を うな が し た。 動
詞(複 合 動 詞 を含 む 〉連 用 形 名 詞 には 次 の もの が あ った 。
思 い入 れ,い らだ ち,偏 り,潤 い1戸 惑 い,試 み,買 い出 し,ゆ が み,
売 り上 げ,立 ち遅 れ,住 まい,騒 ぎ,明 け渡 し,ぶ つ か り合 い,申 し
入 れ ・ お ち・ ツ ケ・ 疑 い,憧 れ ・傾 き・ す す め,湿 弘 照 り返 し,吹
き出 し,や す らぎ・ もて な し・呼 び か け・ 包 み ・装 い ・ 窪 み・ 嘆 き・
引 っ越 し,取 り違 え,悩 み,取 り付 け,仕 掛 け,い や が らせ,ぬ か る
み …
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また・動 詞連 用 形 名詞 を と もな う複 合 名 詞 には 次 の もの が あ った。
踏 み心 地,一 日がか り,冬 ご も り,水 び た し,浮 き世,山 歩 き,う た
い文 句 ・立 て札 ・ ほ ろ酔 い気 分 ・一 戸建 て・ な き声,寝 入 りば な,飼
い主,パ ー ト勤 め,つ な がれ っ放 し,目生 き物,先 取 り,あ な た好 み,
政 治 資 金 集 め,一 人 暮 ら し,筋 合 い,よ ちよ ち歩 き 、 日 ざ し,乗9継
ぎ便,勝 ち負 け,折 り込 み 広 告,送 り主,昭 和 ヒ トけた生 まれ,犬 な
み・ 売 マ ンシ ョン,み ぞ れ ま じ り,夜 明 け,雪 掻 き,雪 解 け,歩 止 ま
り,口 振 り,地 響 き,目 当て,水 溜 り,や け気 味,代 行 流 行 り,飼 い
犬,持 ち主,下 請 け,皿 洗 い,水 遊 び,迷 い犬,パ イ プ詰 ま り,郵 便
受 け,昼 下 が 弘 油 汚 れ落 と し,手 入 れ …
D)外 来 語 の あつ か い
名詞 の ほ か,ス ル 動 詞(「ス リップ す る」〉と して用 い る もの,機 能動 詞 構
成(「フ ェイ ン トをか け る」),複 合 形容 詞(「 タイ ミ ン グが い い」)な どの用 法
の ほか ・ ま た 「ナイ タ ー 中継 」 な ど の漢 字 複 合 名 詞,「 リス トラ」 な ど の
省 略語 につ い て も注 意 したo
ニ ュ ア ンス,フ ェ イ ン ト,テ クニ ッ ク7メ カ ニ ズ ム7ダ イ レク トメー
ル,タ ブ ー,メ ッセ ー ジ,ス リップ,プ 官,ト ー ン,リ フ レ ッシ ュ,
ス トレスン グ ラ ウン ドン エ ア コ ン・ コン マ・ ス タイ ル 少 リス ク・ ハ ー
ド,ソ フ ト,フ ァイ ル,プ ラ ッ トホ ー ム,ジ ョギ ン グ,ケ ー スpエ ネ
ル ギ ー,テ ク ノ ロ ジー,ハ ンデ ィキ ャ ップ,パ タ ー ン,メ ッセ ー ジ7
ペ ンシ ョン,ボ ラ ンテ ィア 》 バ ラン ス,カ ウ ン セ リン グ,テ ー マ}ト
ピ ッ ク・ ア マ・ シ ンポ ジ ウム ・ パ ネ リス ト・ イ メー ジ,エ チ ケ ッ ト・
シ ル エ ッ トン コ ン ビニ エ ンス ス トア,ガ イ ドブ ッ ク,グ ル メ,ト ピ ッ
ク レ マ ネ ー ・ゲー ム,rチ ー ム ワ ー ク》 エ.コノ ミ ック ・ア ニ マ ル,マ イ
ナ ス ・イ メ ー ジ ・ コ ス ト・ カ ロ リー シ フ ロ ンテ ィア,プ レハ ブ ・ カル
テ,ガ ウ ン,牛 乳パ ック,ア イ デ ィ ア商 品,売 マ ンシ ョ ン,メ モ用 紙,
サ ー ビス業,金 属 サ ッシ,ラ ン ニ ン グ姿,ビ タ ミ ン斉L猛 ス ピー ド・
管 理 シ ス テ ム,TVニ ュー ス,ロ ー ・テ ク化,低 速 レー ン,支 援 グル
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一プ ,成 長 ホ ル モ ン,高 層 マ ンシ ョ ン,パ ー ト勤 め,ペ ッ ト公害,ラ
ンプ 生活 ・急 テ ンポ,ポ ス ト不 足,サ ラ リーマ ン社 会,ギ リシ ア神 話,
水 中 メガ ネ,個 入 プ レー,市 場 メ カニ ズ ム,シ ル バ ー世 代,バ ブ ル景
気,省 ニ ネ ル ギ ー,日 本食 ブー ム ・ レ ン トゲ ン写 真,パ チ ン コ玉,ボ
ー ル紙
,セ ・ フ ァ ン紙,個 人 プ レー,家 電 メー カー,急 ピ ッチ…
E)ヵ タ カナ語 の あつ か い
外 来 語 で は な い が,特 殊 な カ タカ ナ表 記 の名 詞 につ いて は,動 植 物 ・用
具 な どの 名称 の ほ か,目次 の よ うな もの が あ9,意 味 特 徴 を説 明 して適 宜,
漢 字 の表記 も併記 す る こ とに した。 ま た 「ウマ が あ う」 「モ ノ をい う」 「一
をテ コ にJ「 い いキ ミ だ」 な どの慣 用 表現 の 中 で も注 意 す る よ うに した。
カケ ッコ,ビ リ,ボ ケ,フ タ,ポ ック リ病,チ ラシ,カ マキ リ型,ゴ
ミ箱,カ ネ,カ ミ,ツ ケ,タ ナ ボ タ,ワ ン君,コ ツ,ノ ラ犬,ヒ ゲ根,
ヤ ミク モ式,ミ ジ ン切 り,ジ ンマ シ ン,カ ビ臭 さ,モ ノづ く り,ヤ キ
モ チ,イ ナ カ,ヤ ツ,マ ンガ世 代,キ ッカ ケ,ヒ ケ ツ,エ サ,石 油 タ
ンパ ク,毒 キ ノ コ,シ ミ,ス ダ レ,サ ム ライ ・水 中 メ ガ ネ,マ ス 目…
4.2、 動 詞 類 に つ い て
A)複 合動 詞
複 合 動詞 で は,個 別 的 な も の,前 項 動 詞 の 範 囲 が比 較 的 自 由 で広 い もの
な ど に関心 をは らった。 複 合 動 詞 は 中級 以 降 の語 彙 習 得 の 中 で も大 き な位
置 を しめ る だ け に・学 習 者 の 聞か らは分 類 用 例集 の よ うな もの が欲 しい と
い う声 が し ば しば聞 かれ た。 以 下 は あつ か った頻 度 の高 い用 例 で ある。
乗 りまわす,買 い忘 れ る,習 い覚 え る,組 立 て直 す,は い つ くば る,
走9抜 け る,泣 きわ め く,開 け放 つ,問 い合 わせ る,走 りす ぎ る,よ
じ登 る,逃 げ まわ る,住 み慣 れ る,言 い 当 て る,仰 ぎみ る,割 り出 す,
育 て あげ 嶺 過 ぎ去 る・ 立 ち は だ か る,書 き加 え る,閉 め切 る,入 り
ま じ る,食 い こむ,や り過 ごす,ま ぜ 合 わせ る,追 い詰 め る,駆 り立
て る,見 まわす ・ 買 い あ さる・ 取 りあげ る,浮 かび あ が る,見 届 け る,
立 ち回 る,積 み あげ る,ほ え た て る,抜 け出 ナ,い い放 っ,持 ち帰 る,
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く りひ ろ げ る,住 み つ く,湧 き出 る,住 み なれ る,騒 ぎた て る・ 言 い
当 て る,割 り出 す,泣 きわ め く,呼 び 戻 す,立 ちす くむ,洗 い流 す …
B〉 名 詞 との連 語 成 分
「ッ ケ が ま わ る」 「水 がは い る」 な どの慣 用 句 は もち ろん
,連 語 成 分 の 中
で も,動 詞 と名詞 がひ とつ の特 徴 的 な表 現 単 位 をなす複 語 成分 の へ の 注 目
ボ,・読 解 作業 で は不 可欠 とな る。 そ こで は 「反 撃 に出 る」 「重 心 を か け る」
な どの機 能動 詞 群 を形 成 す る基 本 動 詞 につ いて の理 解 も重 要 で ある。
不 足 を補 う・野 心 に燃 え る,手 に 入 れ る,上 体 を起 す,腰 を掛 け る,
記 億 が よ み が え る,生 活 にな じむ,ニ ュア ンス を帯 ぴ る,し や くに さ
わ る,意 に介 す る,尻 を向 け る,喜 ぴ にひ た る,身 を の りだす,た め
息 をつ く,身 に レみ る,ホ ゾ をき め る,敵 に ま わす,イ チ ャモ ン をつ
け る,底 をつ く,首 をか しげ る,記 憶 に と どめ る,音 をた て る,治 療
を受 け る,病 床 に伏 せ る,感 情 が動 く,耳 に障 る,約 束 を と りつ け る,
範 囲 を絞 る,反 感 を抱 く,バ ラ ン ス を崩 す,関 心 を向 ける,手 問 が か
か る・胸 を張 る・身 を固 め る,健 康 を こわす,門 戸 を開 く,好 感 を持
つ,「"
C)「 スル」 動 詞1「 ナル 」 動 詞
往 き来 す る,実 用 化 す る,立 ち読 みす る,は しごす る,大 騒 ぎす る・
御 無 礼 す る,意 を強 くす る,話 題 にす る,上 乗 せ す る,ツ マ は じ き に
す る,目 の敵 にす る,楽 しみ にす る,目 にす る,う の み にす る,手 に
す る,上 馬鹿 にす る,近 道 を す る,浮 き彫 りにな る,邪 魔 に な る,い
や に な る,億 劫 に な る,話 題 に な る,苦 に な る,顕 著 に な る,…
D)「 外 来 語 ÷動 詞(ス ル,ニ ス ル,ニ ナ ル …)」
リ フ レ ッシ ュす る}レ ベ ル ァ ップ す る,マ ッチ す る,セ ソ トす る》 へ目
ル プす る,レ ッテ ル をは る,イ メ ー ジ を抱 く,イ メー ジ を こわ す,シ
ョ ック を受 け る,バ ラ ンス が崩 れ る,ダ ウンす る,コ ス トが高 くつ く,
スイ ッチ をひ ね る,ベ ッ ドに転 が る,メ ッセー ジ を伝 え る,・
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E)r擬 態 語 〆擬 声 語+動 詞(ス ル,ト ス ル,ニ ナル …)」目
ム ッ トす る・ い らい らす る・ バ ラバ ラ に な る,オ ドオ ドとす る,は っ
とす る,ニ コニ コ す る,チ ク ッ とす る,チ ク チ クす る,ざ らざ らす る,
ピン と く る,ゾ ッ とす る,ぽ お っ とす る,じ め じめす る,し ゅん とす
る,う と う とす る,し み じみ とす る・ うっ と りす る・ ふ うふ うい う,
お っ と りす る・ ぞ くぞ くす る・ が っか りす る・ ギ ク シ ャ クす る・ ギi
ッ とす る,…
F)動 詞連 用 形 名詞 を と も な う動 詞
形 式 動詞 と とも に現 象 を説 明的 に名 づ け る動詞 成 分 と して 次 の もの が あ
る。 前 述 の連 用 形 名詞 の用法 とあわ せ て語 構 成 の特徴 的 な点 で あ る。
ひ と走 りす る,見 覚 え が ある,ノ リ に ノ ッて い る,剥 き出 し にす る,
眠9に 落 ち る,ひ び が走 る,現 実 離 れす る,前 か がみ にな る,無 駄 づ
か いす る∫ 開 きが あ る,き りも りす る・ 思 い をい だ く・ ひ とか か え も
あ る,痛 み がは しる,さ ぐ りを入 れ る,動 き が出 る,や す らぎ を与 え
るシ ー
G)活 用 の固 定 した 動 詞
そ の固 有 の形 の ま まで,受 身 ・使 役 な ど の形 が形 式 化 して・動 作 がい わ
ぱ状 態 説 明 的 に用 い られ る連 語 成 分 と して は 次 の よ うな もの が あ った。
人 を人 と思 わ な い,っ い て行 け な い,危 機 に見 舞 わ れ る,汗 を した た
らせ る,花 をも たせ る,洗 練 され て い る,眠 りに ひ き こまれ る,諦 め
きれ な い・・雪 に埋 もれ る,幅 を きか せ る,感 情 に押 し流 され る・意 見
を戦 わ せ る,思 い に と らわれ る,人 に喜 ばれ る,山 に と りつ か れ る,
神 秘 につ つ まれ る,騒 音 に悩 ま さ れ る・ 雨 に打 たれ る,波 に も まれ
る,心 が満 た され る,鼻 を うご めか す,不 公 平 感 をつ の らせ る,変 化
が見 られ る,暖 房 を きか せ る,人 情 に くる まれ る,食 糧 危 機 が叫 ばれ
る・ マ ス コ ミ を に ぎわ せ る・ 人 に惑 わ され る・ 周 囲 に忘 れ去 られ る・
住 む所 を追 わ れ る,視 線 を走 らせ る,悪 寒 に襲 わ れ る・ 体 を縮 こませ
る,不 安 に か られ る,病 気 に冒 され る,発 見 を遅 らせ る・気 を と られ
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る,表 惰 を ゆ る ませ る,足 音 を しの ばせ る・見 向 き も しな い・ ば か に
で き な い,あ な どれ ない,一 ・
4・3・ 形 容 詞 類 につ いて
形 容 詞 類 で は,前 述 の よ う に通 常 の形態 の ほか に,広 く連 体 詞 を含 む修目
莇 語 につ い て も注 意 した 。 ま ず,漢 字 二 語 か ら成 る形 容 動 詞(r粗 末 な ・顕
著 な,完 壁 な,器 用 な」〉が圧 倒 的 な量 を しめ る こ と が わか った 、複 合 形容
詞(r威 勢 が い い,世 に もまれ な・手 っ取 り早 い」)・外 来 語 を と もな うもの
(「オ ー バ ー な,.フ ェ ア な」1,接 尾辞r的 」 を と もな う形 容 詞 ぜ総 合 的 な,
網羅 的 な」),・様 態 成 分 な ど を含 む広 域 な 単位 と し て の 把 握(r猫 の額 ほ ど
の,大 事 そ うな,愛 す べ き」〉,ま た 否 定 形形 容 詞 曳「他 愛 の な い・疑 い な い,
聞 き馴 れ な い」)など の形 態 に注意 した。 連 体 詞 で は 「ま と ま?た ・ 限 られ
た,気 の き い た,読 み 古 した」,漢 語 修 飾 句(「確 固 と した,索 漠 と した,
漠 然 と した』〉な ど 「タ」 で か か る類 に注 目 した ほ か,「 何 らか の,荒 唐無
稽 の,不 可 分 の,ぎ りぎ りの,大 の,愚 直 な まで の」,「謂 ゆ る,単 な る,
す こぶ る,主 た る」 な ど種 々 の連 体修 飾 成 分 の類 に注 意 した。
4沸.副 詞 類 に つ い て
副詞 類,接 続 詞 類 で は,動 詞 の副 詞 的 な意 味 用 法,す なわ ち 「揃 って,
概 して,連 れ だっ て,一 転 して,こ こへ 来 て一 「絶 えず,飽 かず,相 変 わ
らず」,「 足 音 を忍 ばせ て,声 を大 に して,現 実 問題 と して 」 な どド また
「何 の前 ぶ れ もな く
,年 をと るほ ど,死 ん だ よ うに,潮 炉 ひ くよ うに」 な
ど小 さな 単位 か ら大 き な単 位 まで,主 と して文 副 詞 的 機 能 に注 目 した。 形
式 的 な成 分 を含 む複 合 的 構 成 の もの(「散 歩 がわ りに,当 然 な が ら,必 要 以目
上 に,大 な り小 な り,無 意 識 の うち に・ ア ッ とい う聞 に・ 専 門 的 に言 え
ば」)もか な り多 くの分 布 が見 られ た。 また,実 質 的 な 「一 的 に」(「積 極 的
に,一 方 的 に」)とは 異 な る,r時 問 的 に,体 力 的 に,補 足 的 に・ スペ ー ス
的 に」 な どの迂 言 的用 法 の 「一 的 に」 につ いて 脇 注 意 を うな が した。
以 上,紙 幅 の関係 で綿 密 な 考証 は で き な か った が,要 所 要 所 を繰 返 し呈
示 して い く こ とは,語 彙 力 を高 め る上 で不 可 欠 な作業 で あ る。石 井(1987)
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の語 構成 に関 す る分 類 調 査 の結 果 が実 際 の読 解 授 業 の な か で どの よ うな項
目 に ウエ イ トを置 いて な され てい るの か,ま た ・ 指 導 の意 図 が ど の程 度,
学 習 者 に伝 わ って い る のか は・ ま とま っ た報 告 も少 な く,教 師側 ・学 習者
側 に とって も常 に不 安 に感 じ る点 で も あ る。
一 口 に語 彙 力 と い って も
,単 な る辞 書 的 な意 味 の理 解 に と どま る こ とな
く,一 つ一 つ の語 彙 の性 格 か ら,そ の語 の周 辺 的,派 生 的 な 意 味 と関連 語
彙,さ らに時事 的 な用 語 の把 握 な ど,さ ま ざま な要 件 が あ る。 今 後 さ らに
読 解 作業 を念 頭 に お い た,頻 度 の高 い語 構 成 に つ い て の分 類 が ま たれ る。
5.表 現 項 員 の指 導 に つ い て
[新 しい言 い方]で は,前 述 の よ うに,読 解 作 業 に お い て基 本 的 な理 解
が必 要 と思 わ れ る表 現 形 式 を と りあげ た が,個 別 的 な表 現 構 成 も多 く,そ
の 範用 性 は 明 らか に して い な い。 進 ん だ学 習 段 階 にお いて ・ 表 現 項 目 の ど
の よ うな分 類 が可 能 で あ るか は,ま だ明確 な基 準 がみ られ な い 解,こ こで
は具 体的 に ど の よ うな表 現 を本文 の読 解 作 業 で と りあげ た か を・ 文 中 にお
け る句 末 ・簿 末 の接 続,文 末 表現 に大 き く分 けて み て い くこ と に した い。
5,1.文 中 の接 続 表 現
文 中 の句 末 ・節 末 表 現 に相 当す る もの と して 次 の も のが あげ られ る。
～ に代 わ っ て ノ酎 を手 がホPに/～ ぱ か りで な く/～ は も と よP/酎
も手 伝 っ て!'～ と い う以上 に 〆一 と思 い な が ら,し か し一 方 で!い く
ら～ とは い え!は た 目には ～ の よ うに/一 こ とを考 え る と!～ 分 に
は・ ～ て も/～ 以 上 に/～ 以 上 は 〆～ か ら して/～ と まで は い わ ぬ と
し て も/～ と同 時 に!～ を 目当 て に/～ も さる こ とな が ら/一 こと を
別 にす れ ば ノ～ とは う らは らに/～ と は よ くい った も ので,1飼 と たん
に!～ わ りには1～ とい うよ りも む し ろ1～ の を通 り こし て/～ とい
うの も確 か な半 面1～ ず にす む よ うに,!～ の疑 いで/一 に備 え て の/
～ を中心 と した/～ か ら始 ま って ノ～ だか らせ めて ～ ぐ らい は/～ で
は もち ろ ん の こ と ノさす が に一 とは言 わ な い が/た だ一 に関 す る限 り
_199_
は/一 こ とな く/～ か らと い って ～ こ との な い よ う/一 とい え ば それ
ま で だ が/卍 当初 は/一 を契 機 に/～ の に最 適 の/一 とな る と きま っ
て1一 に か か わ りな く/一 以 前 の問 題 と して/一 は 豪だ し もパ ま で/
酎 で あれ ば こそ か え っ て/～ を 酎 に見 立 て て/飼 なん て のは/～ は 一
な りに/卍 と来 る と/～ をた よ りに 伊 を反 映 して か ノ～ を背 景 に 〆
一 の が い や で/～ か ど うか は別 として1～ を ヒン トに!一 の もつ か の
間/～ は お ろ か/哩 の は い い と して も/～ もの だ か ら/～ そ の足 で/
厚 の を うけ て/～ を隠 れ み の に して/一 をふ りだ しに/一 を支 え に…
こ こで は,複 文 標 識 と も見 な され うる動 詞 中止 形 を用 い たr～ も手 伝 っ
て」 「～ を受 け て」 な ど の言 い方,「 一 をよ そ に,～ をて こ に」 な ど の契機
的 な表現 に準 ず る も の に注 意 す る と同 時 に,「 一 が もとで」 「四 が き っ か け
とな って」 な ど の 「が」 格 との意 志性 選 択 に つ い て の 理 解 を促 した 。 ま
た・ 広 く文 中 の表 現 形 式 と して・ 並 列 ・対 置 表 現 ・添 加 ・累 加 の表現 ・ 漸
塔 の表現,程 度 ・比 較 表 現,主 題 をあ らわ す言 い 方 な ど に 関 心 が及 ぷ よ
う,授 業 で も指 導 した 。 これ らの表現 形式 は ・上 級 段 階 に と どま らず ・ 中
上級 全 体 にわ た って,格 成 分 や 係 助 詞 な ど もか らむ 未 整 理 な 部分 で あ る。
いわ に る複 合 辞 の範 疇 で まか な い きれ な い多 様 な表 現 を どの よ うに実 益 的
な視 点 か ら分類 考 察 して い くか は,今 後 の課 題 で あ ろ う。 副 詞 句 を主 と し
た誘 導 成 分 と文末 表現 と の呼 応 関係 もまた重 要 で あ る.
5,2,文 宋 表現 の 諸相
本 文 で 目 につ いた 範 囲 で と りあげ た文 末 表 現 と して は次 の ものが あ る。
～ の を仕 事 に して い る/～ の が 目に とま っ た/.～ の が私 ど もの年齢
だ ノ～は 言 う だ け もは や野 暮 だ 〆～ と思 わ せ る風 潮 だ/岬 で す らな く
な って い る/～ せ ざ る を得 ま い/あ えて ～余 地 は な い/解 のせ い もあ
る が/一 と言 った 友 人 が い るが 解 よ うな も の だ ろ う/一 こ とに無 駄 な
時 間 を費 や す こ とは な い ノ厚 とい う考 え方 に も確 か に一 理 も二理 も あ・
ろ う/解 に は ～ しか ない/そ の て い ど な らい ま さ ら～ こ と もな い/～
時 ぐ らい ～ た らε うか/察 す るに ～ と い うの だ ろ う/な ん と も卍 もの
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だ/解 で で も あれ ば それ も仕 方 な い が,こ れ は そ うで は な い 〆わ た し
も 解の ほ うで は あ る が・ そ れで も ～ 〆近 い将 来 にお い て ～ に ちが い な
い 〆ち ょ う ど～ の よ うな も の ノ自分 で は ～ つ も りで も～ に等 しい/酎
で紹 介 され た の を見 て知 っ た が/た だ し一 にか ぎ ります/～ と報 じ ら
れ て い る,「～ との印 象 を受 け る/～ 事 態 は異 常 とい う しか な い/～ こ
と に して い る/酎 の に手 間取 る/解 思 い だ っ た/生 来 ～ こ とが苦 手
だ/～ の は わ か りき って い る!～ 結 果 に終 わ る!～ が相 場 で ある/酎
状 態 に陥 る/一 には こ と欠 か な い/～ の よ うに思 われ て な らな い/～
よ うに努 力 す べ き だ/～・ だ けの こ とに過 ぎ な い/～ て ば か りは い られ
な い 〆～ の を、思 い出 す/～ の を覚 え る/酎 の を待 ち か ま え る/～ の に
不 自由 す る,'～ 始 末 だ った 〆～ と の感 が深 い/う っ か り して い る と ～
かね な い/～ と思 わ ざ る をえ な か った/何 か の 拍 子 に～ こ と が あ る ノ
周 な ど と よ けい な心 配 ま で した くな る/一 で は な い も のの,と りわ け'
～ と も い え ない/解 とは い って もん よ う な こ とは ない/～ 感 じ だ/パ
のみ で な く～ にま で及 ぶ/～ と もい え な く もな い/酎 の は 問違 い な
い/～ ない で は い られ な い/酎 な い と も限 らな い/～ の を禁 じえ な
い …
文 末 表現 とい って も,さ ま ざまな形 式 と派 生 が見 られ,学 習 者 は品 詞 的
な用 法 の範 囲 と,時 制,人 称 との 関係,ま た 名 詞 のみ を 目的 対 象 とす る の
か ・補 文 構 造 を対 象 とす る のか,さ ら に連 動 す る助 詞 の形 態 につ いて,多
くの未 知 の部 分 が あ る と思 わ れ る。 こ こで も文 中 の接続 表 現 の形 式 と あわ
せ て,分 類 力曳どの程 度,可 能 で あ るか らま だ明 らか に され て い な い。 間 接
的 か つ迂 言 的 な モ ダ リテ ィ形 式 が多 く顕 在 す る こ と も あ り,修 辞 的 な,ま
た文 体的 な表 現 とあ い ま って ・ と りあえず は,類 型 的 な もの を中 心 に分 類
をは じめ る こ とが必要 と され よ う。 実 際 の授 業 で の指 導 で は,主 と して,
形 式 名詞 に対 す る視 点,rの 」rこ と」 の実 体 概 念,文 末 の型 が名詞,動
詞,形 容 詞類 の いず れ か に あた るか ・ 否 定表 現 と強 調 の意 味 な どに 関心 が
お よぶ よ う説 明 した。 しか し,こ こで も個 別 的 な表 現 形 式 も多 く,学 習者
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にと っ て は,各 一 ・文 例 を も って確 か め る こ とはで き な か った 。
5、3,今 後 の指 導 展 開 のた め に
文 中 ・ 文末 の表 現 の諸 形 態 は・ 今 後 何 らか の分類 基 準 を も うけ る こ とで
次第 に明 らか にな っ て い くだ ろ う携 現 在 で は確 か な基 準 は得 られ て い な
い。 複 文 の接 続 につ い て も,「 ～ に限 って/～ 限 り」 「～ か どで1～ 疑 い
で」 「～以 上 は/以 上 に」 「～ を通 じて ノ～ を通 して」 な どの類 意 的 な もの
の扱 い も学 習 者 に と って は 重 要 な情 報 で あ るに違 い な い。 文末 表現 で は助
動 詞 周 辺 の複 合辞 に まつ わ る表 現 習 得 を どの よ うに意 識 させ る か も重 要 で
ある。 今 回 は手元 に記 録 が残 りに くい こ と もあ っ て,羅 列 的 な呈 示 に終 わ
って し ま った 部分 が大 半 であ るが,さ しあた って使 用 頻 度 の高 い形 式 の も
の を リス トア ップ して学 習 者 に枠組 み だ けで も明示 す る必 要 が あろ う。 そ
れ らの作 業 の蓄積 を通 じτ・将 来 これ らの表 現 形 式 が・ 実 際 の説 明 文 ・ 伝
達 文 の 中 で どの よ うな談 話 意 図 と展 開 を有 して い るの か,ま た 同 時 に本 文
内容 の把 握,特 に要約 の な かで どの よ うな 表 現 機 能 を 提 供 す る もの か が,
次第 に明 らか にな る1まず で あ る。 上 級 読 解 指 導 で は ど こ に説 開 の ポイ ン ト
を置 くべ き か,表 現 の単 位 と して どの程 度 強調 され るの か,と いっ た疑 間
が依 然 強 く残 る もの の,学 習 者 に と って は 少 な くと も,よ り多 くの文 を読
む機 会 が与 え られ,教 師 側 も繰 り返 し,類 型 的 な表 現 が多 く観 察 され る状
批 を,実 際 の授 業 で確 認 して い くこ とが肝 要 で あ ろ う。 そ の た め に も 目頃









与 え な か った た め,ど の程 度 定 着 した か らな か な か実 測 で き なか った 。 授
業 で は・ 主 として提 出 語 彙 の拡 大 ・派 生 ・関連 語 彙 の紹 介,例 文説 明 に よ
る展 開 だ け に終 わ る こと も多 く,内 容 を要約 させ た り,議 論 検討 す る時 問
を別 に設 け る こ と も な か った。 学 習 者 は ほぽ 難 解 な語 彙 を除 け ぱ,意 味 把
握 は 問 題 が な い レベ ル で あ った だ け に,ど の点 に重 点 を置 くか ボ意 識 され
な けれ ば な らなか った 。今 後 は,学 生 に ど の よ うな 内容 に関心 が持 た れ た
か を ア ンケ ー トに よ って 回収 で き るよ うな配 慮 も考 え るぺ きで あ ろ う。
内 容 に よ って は ・ 速 読用 の サ ンプル と して扱 い,学 習 者 の側 か ら 自分 の
意 見 感 想 を述 べ させ,発 表 す る とい う形 式 も考 え られ た。 実 際,そ の よ う
な授 業 も部 分的 に と りい れ て はみ た もの の,本 文 を読 み ・語 彙 の書 い替 え
な どの 点検 を除 け ぱ ・結 果 的 には・教 師 が説 明 に 終 始 す る時 間 が 多 か った 。
これ は上 級 読 解 ク ラ ス の 限界 の よ うな もので あ る が・立 体 的 な授業 構成 を
目指 す に は,表 現 的 な要 素 も加 味 した,さ ま ざ まな工 夫 を考 え るべ きで あ
ろ う。 読 解 とい え ど も,読 解 だげの作 業 に終 始,と ど ま る必 要 性 もな い 。
1週 問 に1・2度 の 読解 のク ラ スで ・ ど.のよ うな印 象 づ け が可能 なの か ・ 教
師 側 に と っ て も,ま だ,不 透 明 な点 が多 い こ と が痛 感 され た。
評価 作 業 の一 つ と して,練 習 問題 を作 成 した 。 これ には漢 字 の読 み書 き
問題,動 詞活 用 形 ・副 詞 の挿 入 問題,語 順 配 列,表 現 項 目 を使 った作 文 な
ど を含 み,復 習 テ ス トと して の次の 時 問 に課 す こ と に した 。 そ の結 果,一
番 学 習 到達 度 ・ 関 心 の相 違 が あ らわ れ た の が作 文 で あ った。 読 解 の ク ラ ス
とい う こ とか ら,表 現 め指 導 には あ ま り時 間 を と らな い こ と と した が,あ
る程 度 、 時 間 を とっ て作 文 の添 削作業 をす べ き だ った と反省 され る。 この
ほ か本 文 部 分 の テ ー プ録 音 を試 みた もの の,実 際 に録 音 を希 望 す る学 生 は
僅 少 に とど ま っ た。 この あ とは ある意 味 にお いて ・ 音声 に よ る確 認 も含 め
て既 に上 級 レベ ル の段 階 を終 え てい る こ と を示 して い る こ と ボ 理 解 され
た。
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7。 お わ り に
もとよ り,上 級 の読解テキス トQ編 集 を個人的な作業の範囲で達成 しよ
うとする遠大 な構想自体に無理 があることは言 うまで もない、 しかし・試
みにとはいえ,と もかくも一冊の分量にして,ほ ぽ現代の日本語の文章 を
まとめて,一 通 り学習 したことの充実感は得 られたのでは ないか と考 え
る。今回の報告は,や や個人的な経験に拠 りすぎた傾向はあるが,1年 間,
週1度 という限 られた時閲の中で,日 本語学習 の意識的な目的,課 題 を考
えたことは,学 習者自身 にとって新 しい視野を育んだ部分 もあるのではな
かろうか。 このような実践は何 も特殊な個別的な作業ではなく,案 外多 く
あるのかもしれなセ,・が,周 到 さへの不安から記録 に残 りにくいものではあ
ろう。筆者にとっても上級のテキストとは何かという呪縛 を絶 えずひきづ
りつつ,試 行錯誤 した一年ではあったが,教 える側 にとっても,教 材 をグ
ローバルにとらえることの意義,難 しさもまた享受す る結果 となった。
今 日,上 級教材は読解 においても,聴 解,作 文にしても,少 数 の教材 を
除けば,な お十分ではない印象 を与える。特に,大 学の学部教養課程では
匿にかなりの目本語教材 を消化 している限 りにおいて・既成の教材 のほか
に,生 きた教材 を学びたいという学習者側の要求は,教 師が思 う以上 に強
いと考えなければならない。教師側のみの視点・自己充足 に終わることな
く,常 に学習者との対話を通 して・その関心 を共有 し・ともにr考 える教
材」を選択する視点 をつちかっていきたいと願 う。今回の報告で1ま詳 しい
分析を省 いたが,同 時に語彙教育と表現項 目との連携 を考慮 しつつ,読 解
作業で必要とされ る語構成の特徴 に対する理解・中上級以降の文型表現 に
ついても分類整備 を行い,学 習者への情報提供 を心 がけていきたい。
理想とする上級教材の提供 にあたっては・学習者各 々の需要に応 じたテ
キス トシリーズの刊行,ま た他 の外国語教育からの知見 ・提言 をどのよう
に生かし,読 解教育における外国語学習の理論 を教室の現場 にどのように
結びっけるか,な ど,な おいくつかの越 えなければならない問題点が残さ
れている。資料を引用 ・印刷するに際しての版権に係 わる問題 もその一つ
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で あ るが・ 以 上 の経 験 を少 しで も今 後 に生 か して い きた い と思 っ て い る。
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